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顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える レジリエンスに特化した商品やサービスをつくる 

031 
盲導犬総合支援センターによる 

ペット避難グッズの開発 

取組主体 

一般社団法人盲導犬総合支援センター 

従業員数 想定災害 実施地域 

27 人 全般 神奈川県 

 災害時にペットとの避難を可能にする、ペット自身が身に着ける避難用バッグを開発。視覚に障がいのある方が避難所

でも安心して盲導犬と過ごすことができるような工夫も施されている。 

1 取組の特徴（はじめたきっかけ、狙い、効果、工夫した点、苦労した点） 

 犬の避難用バックの開発・販売 

 一般社団法人盲導犬総合支援センターは、ペット避難グッ

ズを開発し、平和会ペットメモリアルパークとともに販売を開

始した。 

 東日本大震災の際、多くの避難所で、ペットが一緒だと受

け入れてもらえなかったり、はぐれて保護されたペットが自分

のペットだと証明できず引き取ることができなかったりしたこと

等を同センターが課題と感じたことが、同製品開発のきっか

けとなっている。 

 避難バッグの外側にはペットの名前や連絡先を入れられる

ポケットが付いており、両側のバッグには水やペット用フード、

排せつ袋等を収納できる。また、物資が不足する中でペット

が怪我をしてしまった場合でも、すぐ獣医師に診てもらえるよ

う、包帯や口輪、手袋の医療用品も入っている。 

 同製品は、盲導犬が装着することを前提に設計しているため、目の不自由な方が簡単に着脱できるようなシンプ

ルな構造とし、盲導犬用ハーネスを上からつけた際に両サイドのバッグが邪魔にならないよう、バッグの位置が体の

後ろのほうに来るようになっている。また、火災等の際に目の不自由な方が気づかないまま火が燃え移ってしまう危

険性がないよう、防炎素材を使用している。 

 売上の一部は同センターを通じて補助犬育成及び障がい者の社会参加の支援活動に役立てられている。 

２ 現状の課題・今後の展開等 

  まずは、商品の認知度を高め、多くの人に使用していただくことを目指したい考えである。購入者、使用者からの意

見や情報を集め、今後、さらに有益な商品となるよう改善に努めていく。 

担当者の声 

 本製品は、盲導犬が避難用バッグを使用する際に必要な視点を盛り込んで企画したもので、ペット用としても使っていた

だけます。愛犬のためのもしもの備えとして、より多くの方へ知っていただき、どのような状況においても安心して犬と暮らせ

る社会を目指していきたいと思います。 

問合せ先 サイト URL 

一般社団法人盲導犬総合支援センター 法人番号：5011005002934 
TEL：045-949-0323 FAX：045-949-0327 
E-Mail：customer@goguidedogs.jp      

 
  

愛犬の避難用バッグ 

 


